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コロナ禍を戦争に譬 ( たと ) える
　今やコロナの問題をからめないと何も議論が出来ない状況で
す。これまで約９ヶ月程続いてきたコロナ禍の中で、各国の代
表は戦争に譬えています。マクロン大統領は、「我々はウイル
スと戦争状態にある」、「この戦争で国民はひとつにならねばな
らない」。トランプ大統領は「私はこの戦争に勝つ」、「見えな
い敵を打ち負かすんだ」と言い、安倍前首相は「これは第三次
世界大戦と認識している」と言った。そのあと「見えない敵に
対して国民の協力なしでは戦いに勝つ事ができない」とも。こ
のように困難な事柄があると戦争や国難に例えるのは、国を率
いる権力者たちが使う常套手段です。

戦争や国難に譬えるのは
　要するに国を守る事によって国民を一致団結させるわけで
す。一切の矛盾を無視して「この敵に勝たなければならない」
と人々を結びつけていくわけです。だから協力しないと「負け
るぞ」と脅迫、すると国の言う事に従わせる事が簡単にできる。
そして、国民の間で生じたのが、国民同士のバッシング、自粛
警察。国の方針に一致団結しなければならないという論点です
ね。感染した者は敗北者で、一致団結を破る者は非国民で村八
分。それは権力者にとっては実に都合のいいことなんですね。
特に気になるのは「優生思想」で、役に立つ人間であることが
強調されているんです。戦争が近づくと必ず役に立つ人間が重
要視され、自国優先主義、排外主義、優生主義になっていく。
この点を私たちは常に押さえておく必要があります。

コロナ禍と軍拡のパラドックス
　新型コロナウイルスは自分で栄養を作りだす事はできないけ
ど、遺伝子情報は持ち増殖していく半生物です。その半生物的
な存在に対して核兵器もミサイルもステルス F3 戦闘機も無意
味ですよ。人間を含む全生命体を抹殺しないと、ウイルスは撲
滅できない。しかし世界はせっせと軍拡に励み、物理的破壊の
ための兵器をどんどん作っている。これを私は「コロナ禍と軍
拡のパラドックス」と言っていますが、ウイルスは軍事力では
全滅できません。その軍事費を医療体制の充実とか、感染症対
策に使うという事が、ウイルス禍に対する人類の戦い方ではな
いかと思います。ニュースで韓国が国防費を 1600 億円を削減
したと報道がありました。すごいなあ、と思いましたがコロナ
との戦いのために軍事費を減らしたのはこれが唯一なんです。

軍拡を煽る３つの要因
　なぜそんなに軍拡が世界中にひろがっているのか、これは僕
は 3つの要因があると思っています。
　1 つは先程の「国家の団結のため」。抑止力のため、敵に攻め
られないために国は武装することが大事だ、ということが底辺
にある。そこには必ず仮想敵国の存在がある。つまり自国第一
主義で、自国の軍事力を最大限に強くしたい。安倍前首相が使っ
た「積極的平和主義」という言葉は、国家を団結するための
キャッチフレーズと言えると思いますね。

　2つ目は、軍と産業界。アメリカの政治を背後からコントロー
ルしているのは軍産共同体と言われています。その軍産共同体
の圧力があってトランプ大統領は日本に兵器を暴買いさせると
いう構造になっています。日本の防衛費のうちのほぼ２兆円を
いろんな軍需産業が担っていて、常に政府に圧力をかけている。
また技術的に敵国よりも有利な状況を保たなければならない
と、技術的優位を常に追求しているのが経済である、と。
　それから 3つ目。軍拡を煽る要因は国民の「自衛論」である。
そこをじっくりと考えてみたいと思います。
　科学者と話していると、「自分は戦争に反対だから軍事研究は
したくない、兵器や核兵器を作りたくはない。」かたや、「防衛力
もそれなりの兵力を持つべき。」とも言う。世論調査では国民の
6 割 7 割は自衛隊は必要だと答えます。特に災害救助の面で必要
だと。武器を持つ自衛隊は私自身は必要ないと思っています。そ
れは、日本の自衛の方針が変わってきてる気がするからです。
　集団的自衛権の行使が、安倍内閣のもとで閣議決定されました。
それは同盟国がやられそうになったら、兵を送り戦うってこと。
ミサイル防衛は撃って来たのを撃ち落とすんですが、それでは生
ぬるい、向こうのミサイル基地をこちらから撃てるようにしなけ
ればならない。「敵地攻撃能力」。今それが議論されつつあるわけ
です。これがさらに進んで行くとどうなるか、「先制攻撃」にな
ります。撃たれる前に撃っとけ！それが「国民を守るための抑止
力向上に関する提言」、ここに抑止力と言う言葉があります。

国を守る意識と軍拡
　抑止力は基本的には軍事的抑止力の事。自衛、防衛、国防は
安全保障です。抑止力は仮想敵から攻撃を押さえる力の事。侵
略したら強烈な反撃をくわえるぞ！と脅すことなので、必ず敵
よりも上まった軍事力が必要となる。そうなると敵は攻撃を強
化するだろう、すると我々はもっと強くしなければならない。
　これはまさしく戦後の「冷戦」と呼ばれた、アメリカとソ連
間の軍拡競争の戦争です。軍拡は必ずエスカレートし、最後に
核を用いた抑止力に行きつく。日本もこのままずっとエスカ
レートして行くと核兵器を持たなければいけない状況になって
いくであろう、と。日本は「最小限の核兵器の保有と使用は憲
法の禁止するものではない」ということを 2016 年 4 月に安倍
前首相が閣議決定をしています。それはまさに、自衛論の究極
は核兵器、核抑止である、ということの表明みたいなものだと
私は思っています。

しかし、戦争は「ほぼ」終焉している
　そんなことはない、世界で数多くの戦争が起っているじゃな
いか、とみなさんはお思いでしょ？いろんなところで血を流す
動きが確かにたくさんありますが、よくよく見れば大きな国同
士の戦争は起っていない。小さな国同士の確執は、例えばイン
ドとパキスタン、中国とモンゴル、中東ではヨルダンとかシリ
アとか様々な国々が戦争状態にあるように見えるし、イスラム
国や、IS、そういうやっかいなものが国をかく乱し、そこにア
メリカやロシアが介入して力の後押しをするからよけい対立状
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～真の抑止力とは何か？～
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